
本校研究 

（２）中学部一般学級の取組
 

(１) 取組の概要 

本学習グループは、平成 25 年度までの研究において、「育てたい力」の各観点を、年間

を通じてすべての学習活動でバランス良く設定して育てていくため、目標設定や指導案作

成の授業づくりプロセスを共有しました。そして、各教科等を合わせた指導において検証

した結果、ねらいとしている観点に偏りが見られました。そこで、平成 26 年度以降は教科

別の指導の充実を図り、各教科でねらう力を「育てたい力」一覧表と学習指導要領の内容

と重ね合わせながら学習内容を精選し、学習内容の偏りの改善をめざしました。その際、

教科担当者を決め、Ｗ・Ｍやブレーン・ライティングの手法を用いて、①その授業で育て

たい力②その力を育む学習活動③必要な支援④場の設定や準備物のように、話し合いの手

順に沿った授業づくりを行いました。 

 ＡＲＡ・ＳＨＩの教育プログラムの構築にあたって重視したことは、個々の生徒の育ち

をどのように評価し、授業づくりや教育課程の編成につなげていくかでした。そこで、Ｃ

スタイルの活用によって、日々の授業を包括的にプログラムすることにしました。 

(２)  取組の内容 

ア Ｐｌａｎ(計画) 

平成 26 年度からの３年間で、年々教科別の指導の総時数を増

やし、学習内容の充実を図りました。平成 28 年度の教科別の指

導の総時数は平成 25 年度と比較すると、約 2.4 倍、平成 26 年

度と比較しても約２倍です。これは、全授業時数の 30.5％にあ

たります。この時数増加の背景には、教師の専門性を生かした

全９教科の実施でした。個々の生徒に必要な力を育む上で、教

科別の指導を充実させるために、学習内容の設定や学習形態を

工夫し、学習活動の振り返り・自己評価・他者評価の工夫、指

導案回覧による授業評価と授業改善、指導の評価という一連の

授業づくり・授業改善の流れを体系化する必要がありました。

そこで活用したツールがＣスタイルでした。このツールの活用

によって授業づくりや指導内容や方法の共有を図りました。 

そして、教科別の指導の充実を柱として各教科の視点で年間

を通じて「育てたい力」を育む授業づくりの定着化を図り、「教

科の視点で学習内容を構成する」「育てたい力を育む授業づくりのシステム化」「育てた

い力を育む評価方法の工夫」という段階を設定して取り組んできました。この３年間で教

育課程の評価と改善を重ね、学習指導要領の各教科の内容及び観点を捉えて学習内容を精

選してきました。教科別の指導の時数を増やし、指導内容及び指導方法の一貫性を図るこ

とで、生徒にとって見通しがもてる時間割となり、授業の目標や学習活動を明確にし、個

に応じた十分な活動と環境の工夫、そして、生徒自身の成果が分かる評価方法の工夫を図

りました。 
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国語・数学は、学級担任が個別の教育的ニーズに応じて学習内容を選択し、その教育的

ニーズに応じて、学年内でのグループ分けを行いました。職業・家庭以外の６教科につい

ては教科担当者を配置し、学習グループ一斉もしくは実態別の２班編成を行いました。各

教科担当者を担当教科のＭＴ(主たる授業者)としました。また、その他の教師はＳＴ(サブ

ティーチャー) として、小規模な班を編成して学習する際の指導者となりました。 

各教科における学習内容の精選にあたっては、学習によって得た知識が、他者とのかか

わりや自然との触れ合い、くらしの中で生かされるよう、学習指導要領の内容と「育てた

い力」一覧表の観点を重ね合わせながら設定しました。 
各教科共通して取り組んだことは、教科の内容及び観点や日常生活において話題となっ

ている事柄に着眼して、複数の学習内容を単元として扱ったことです。単元化することで、

計画的に授業を進められるだけでなく、生徒が見通しをもちやすくなり、継続的な評価が

可能になりました。この場合の評価とは、生徒一人一人の学習状況の評価、授業の評価、

指導の評価です。この単元で扱う取組によって、学習形態の工夫、評価方法の工夫、振り

返り活動が充実し、学級ごとの個人内評価の充実にもつながりました。 
イ Ｄｏ(実践) 

(ア) グループ目標とキャリア発達 

中学部段階は、職業及び生活にかかわる基礎的な能力を土台に、働くために必要な力を

身に付ける時期です。具体的には、基本的生活習慣を身に付けること、自主性や主体性を

育てること、コミュニケーション能力を高めること、地域や社会への参加を促すことが挙

げられます。 

そこで、中学部段階におけるキャリア発達を、次のようにグループ教育目標から具体化

して設定し、各学習のねらいや目標、指導内容に十分反映されるようにしました。 

 

 グループ目標 中学部のキャリア発達 

はたらく 「自らの役割を果たし」 
学校や家庭における役割の明確化、発達段階

に応じた役割の遂行 

かかわる 「仲間と共に学び」 
仲間と共に活動し、共に学び合い、認め合い、

人とかかわり合う 

きめる 「新しいことにチャレンジ」 
もっている力を発揮し、自信をもって活動で

きる 

 

(イ) 授業づくりのＰＤＣＡサイクル 

授業づくりのＰＤＣＡサイクルには、その授

業でどんな力が身に付くのかの視点から授業

改善、さらには、単元後の評価分析によって、

教育課程の改善の根拠を蓄積していくことに

しました。中学部一般学級における授業づくり

における包括的プログラムであるＣスタイル

の活用により、より円滑な学習評価や授業改善

が期待できます。 

 

生徒に 「かかわる」「きめる」「はたらく」の
どんな力を身につけさせたいか

⑥授業実施

⑤個人目標設定

⑦授業の評価・学習評価

②ミーティング
（ブレーンライティングまたはホワイトボードミーティング）

①学習内容表・年間時数・年間計画

③年間指導計画（指導目標、指導内容等）

④指導略案作成

単元後評価分析

教務部

教科や単元担当者

｢授業づくりの視点｣に基づき学習の
ねらい、「か」「き」「は」の目標設定

全教師（担当する生徒分）

全教師に対し、授業後に指導案を
回覧し、継続点、改善点を記入

評価分析シート（通年で評価の観点を設定）
学習グループ会で評価の整理（主たる担当者）

授
業
改
善

教科や単元担当者



(ウ) 個別目標の設定 

授業づくりのＰＤＣＡサイクルには個人目標設定の項目を重視し、主たる授業者が作成

した学習指導案を基に、個々の生徒の本時の目標を設定しました。さらに、目標の達成状

況を評価基準に照ら合わせて評価しました。 

(エ) 教科別の指導における実態差への対応 

学習活動ごとに生徒 32 人を一斉に行うか２班編制をするか検討しました。１班を口頭ま

たはスライドの指示を手立てとして活動する班、２班を動きや写真等の視覚支援を主な手

立てとして活動する班としました。また、自立活動の指導目標に関連して、その目標を達

成するために必要な支援配慮した班編制となるようにしました。 

実態差へ対応するためには、チームティーチングで授業を行うことが大切です。そこで、

一斉授業時に、指導者が進める学習内容の精選と主たる授業者の指導案と抱き合わせたＳ

Ｔの指導案を作成し、個別目標達成に向

けた手立てを講じることにしました。前

に立つ授業者のために、誰かの良い授業

が引き継がれるよう、授業の基本的な枠

組みを共有できるシステムづくりを行い

ました。 

(オ) 学習意欲や主体性を高める工夫 
平成 28 年度は、熊本県立教育センター

との共同研究において、主体的な学びに

主眼を置き、学習意欲や主体性の側面か

らいかに「育てたい力」の醸成を図るか

に迫りました。 
ウ Ｃｈｅｃｋ(評価) 

(ア) 生徒の学習状況の評価 

授業ごとにワークシートと評

価シートを作成しました。評価

シートには、その授業における

個別目標に沿った評価項目が挙

げられており、生徒の自己評価

と教師による他者評価を一体に

したツールとしました。 
(イ) 授業の評価 

指導案を授業の評価のツールとして活用

しました。授業者が４観点を記入し、反省

点・改善点・継続点を記入しました。その後、

学習グループ教職員に回覧し、加筆するよう

にしました。その後、次時に活かせる点、教

育課程の編成に活かせる点、他の授業に活か

せる点に分けて集約しました。  

 

学習意欲や主体性の高めるために

主体性
思考を働かせた目的的な行動

学習意欲
学校での学習と自分の将来との関係に意義を見出す

＜児童生徒に対して必要な視点＞
・学習内容の精選
・身近に感じられる学習内容
・生徒自身の生活とのつながり
・目標提示の工夫
・教材提示の工夫
＜教師に求められるもの＞
・一人一人の障がいや必要とされる
支援を捉えた指導（自立活動の視点）
・既得知識と興味・関心の把握
・個別目標設定
・ＭＴとＳＴの連携
・個々の生徒への評価の返し
・学んだことを実践する機会設定

・指導方法のルーティン
・教材・教具の共有化
・授業展開（フォーマット）の統一化
・授業内における形態の工夫
・アクティブ・ラーニングの視点
Ａ，Ｂどちらかを選ぶ（自ら選ぶ活動）
感想を書かせる（自己評価の蓄積の点検）
グループで活動、話し合いをする
学んだことを他者に伝える
「いいね！」を見つける
「いいね！」を伝え合う

・自己目標確認と振り返り項目の連動

平成２７・２８年度熊本県立教育センター共同研究
テーマ
「インクルーシブ教育システムを踏まえ、障がいの状態に応じた主体的な学びをめざして」

 



(ウ) 指導の評価 

 
指導の評価では、単元ごとに８つの評価の観点を設け４件法と自由記述によるアンケー

トを集約しました。この集約を単元ごとにすべての学習に行うことにより、授業改善に活

かすとともに、教育課程改善の視点とし、次年度の編成に活かすことができました。 

エ Ａｃｔｉｏｎ(改善) 

(ア) 授業の評価の集約結果と指導の評価を併せて教育課程の評価に活かす 

教育課程の編成にあたり、教科別の指導に重点を置く際に、どんな内容(指導内容)を選

択し、それらをどのように組織(指導形態を組合せ)し、どれくらい(授業時数を配当)で行

うかの視点で、年間計画を見直しました。また、生活に結びついた学習活動や生活の課題

に沿った多様な生活体験、できる限り生徒の成功体験を豊富にするとともに自発的・自主

的な活動を大切にするなど、各教科の学習内容を般化する場面を生活単元学習及び総合的

な学習の時間に設定するようにしました。 

(イ) 個別目標の設定 

個別目標を設定した上で授業に臨み、それを評価や改

善につなぐことは課題でした。個別目標設定に関するア

ンケートにおいて、平成 28 年 12 月の数値は、平成 28

年３月の水準に戻っていました。一人一人に「育てたい

力」を設定したことは、教師にも生徒にも分かる目標設

定となり、生徒の主体的な活動につながる学習内容、指

導方法（個々の生徒に必要な支援、目標を達成するため

の手立て等）が伴う授業づくりができました。 
(ウ) Ｃスタイルの各ツールの運用状況を評価し、 

 教育システムの改善を図る 

 授業づくり及び授業改善で用いるツールは、指導案、評価シート、評価分析シート、Ｃ

スタイルでした。それらからキャリア教育の視点に基づいた一人一人の生徒が確かに育つ

よう、カリキュラム・マネジメントの展開を図りました。 

  

  

社会「公共施設」評価分析 
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(３) まとめと今後の方向性 

中学部一般学級では、教育課程の中間評価として授業づくりや授業改善に関するアンケ

ート調査を行いました。 

上記の評価項目は、主に平成 27 年度から平成 28 年度にかけて改善した点について調査

していますが、「小学部・高等部とのつながりの意識」の点で低い評価となった。自由記

述からは、「他学部の授業を見たことがない」「自分の学部で精いっぱい」「漫然としか

知らず、自分の学部とどのようにつながるか想像できない」などの意見が挙がりました。

キャリア教育を進める上で、小学部の取組をつなぎ、高等部へとつなぐ意識をもつことが

重要であることを改めて示していました。 

これまで学習の機会がなかった観点を教科別の指導で補う教育課程を編成したことで、

教科別の指導の充実を図り、学習内容の系統性や段階性を吟味することができました。こ

のことは、この取組を継続するに値するように考えます。今後もＣスタイルを軸とした授

業づくり・授業改善を通してＡＲＡ・ＳＨＩの教育プログラムの構築に向けて取り組んで

いきます。 
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「職業・家庭」の実施

道徳の有用性

年間指導計画の作成と実施

Ｃスタイルの活用した授業づくり

個別の目標設定

小学部・高等部とのつながりの意識

中学部一般学級における教育課程の評価アンケート

できた 概ねできた やや不十分 できなかった

 


